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1.初 級教科書 の ことばにつ いて
ヨ本 語 を教 えている とい う人 か ら.次 のよ.うな質問 を受 けることが間々
あ る。 「せ っか く習 った 日本語 が,日 本人 と話 す とき にうま くいかな い。
学 校で教 える日本語は,実 際に使 われている 目本語 とはちが うのではない
か。 もっ と,通 じるよ うな 目本語 を教 えて ほしい。」 と外 国人 か ら言 わ れ
る のだがシ これについては,'どのよ うに対 処 したらよい のか とい うので あ
る。
たしか に,学 習の入 門期 に使 う教科書 の ことばは,ま わ 郵の 日本 人が 日
常 使っている ことばが,そ のまま取 られ ている とは 言 えない。 そ の こ と
は,日 本 人 か らも指 摘 され ることが ある。 日本語 を教 え た こ との な い人
一 とい うよ9,日 本語教育 に理解 のない人が,は じめて 日本語 の教科書
を手 にす ると,rこ んな ことは私 は言 わない」 とかrこ れ は学生 ら し くな
い ことぱだ」 な どと言 う。 そ して,「 日本語教科書 がよ くない。 もっ と生
きたこ とば,現 実 に使 われている ことばを教 え るべきだ」 な どときめっ け
る のを しば しば耳 にす る。大新聞 の外国特派員が外国の 日本語教育 を取材
した記事 に も,そ んなことが書 いて あった。現在 ・国内 ・国外 で使 われ て
い る目本語 教科 書が,す べて完全 な ものである とは言 えないかもしれない
が,教 科書 と実 際 に使 われ ている 日本語 がちが うからだめだと言 うのは当
らない。
r学生 らしい ことば」 とか 「生 きた ことば一 とかい うのは何 か。学生 同
士,そ れ もごく親 しい学生同士 のあい だで使われ ることばづかい を指 して
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言 うので あろ う。r生きたこ とば」 とい うのは,単 に現在使 われて い るとい
うだけでな く,あ る状況 のもとで適切 に使 われているこ とば とい うこ とで
あろ う。入 門期 の教科書 によ くある 「あな たはせ んせい で す か」「いい え
が くせいです」 な どとい う問答 は,日 本 の学校 で は聞いた ことがな い,生
きたこ とばでない・ と言 わ れるの をよ く聞 くが・「…目 は … です」 とい
う文型 を習 うため の問答 としては・ りっぱに生 きてい ると言 って いいで あ
ろ う。 これ か ら日本語 を習 い始め る外 国人 と教師 のあいだに成 り立 ち うる
コミュニケー シ ョンの一つ として生 きている。 い ま さ ら聞 くまで もな い,
答 えるまで もない ことが らか もしれない が,二 のよ うな問答 のい くっ かが
行われた とき,学 習者 は 目本語が通 じる とい う喜 びを感 じ る に ち が い な
い。同時 に,そ れ は教 える者 の喜 びで もあ る。学 習者 と教師 は,わ ず かの
文型 と限 られた語 彙 を使 って,互 いの意思 を伝 え合 い,そ れ が通 じた とい
う喜ぴが,次 の学 習への意欲 をか きたて るのである。初 期 の学習者 の数 少
ない既習文型 と限 られ た語彙で行 わなければな らない コミュニケー シ ョン
の場合 と,日 本語 を母国語 とす る者 の 日常生活 の場合 とちが うのは当 りま
えのことであろ う。それ に個入個人 の日常生活 が異な るよ うに,使 うこと
ばもちが うで あろ うか ら,「 少な くとも私 はこんな ことは言 わな い」 とい
う非難 は当 らな い。 「わ た し は言わない」 の 「わたし」 に は,性 別 ・身
分 ・年齢 ・環境 のちがいがあ る(もっ とこまか く分 けるこ ともで き る が)。
それ によって ことばづかいにもちがいが あるのが 日本語 の特徴 の一っ で も
ある。 それ らのちがいをいちいち取 り上 げて初級教科書 に盛 り込 む こ とは
賢明な方 策ではない。
「学生 らしい こ とば」 を教 えるべ きだ とか、 それ を教 えてほ しい と い う
声 も,し ば しば耳 にす る。学習者 が学生 で ある場合 には,正 当な批 判 であ
り,要 求 であるか のよ う に聞 こえるか もしれ ないが,実 はそ うで はな い。
学習者 が現在学生 であって も,日 本 語習得 の 目的 は,学 生 同士の付 き合 い
のためではあ るまい、仮 りに,学 生 同士の コ ミ目ユ ニケー シ ョンのため に,
r学生 らしい訂 言い方 が必 要 だど して も・ では・ 学生 らしい言 い方 と1ま何
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か と問 いた くな る.思 うに,そ れ は,学 生 と して は改 った感 じのデス ・マ
ス体で はな くて,ダ 体 また はダ も使 わない言 い 方 で あ り,学 生特有 の用
語 ・用法 の使 用 とい うことで あろう。 この伝 でい くと,「あなたはせ んせ い
ですか。」 は 「きみ は先生 か。」 あるいは 「きみ先生 ～」 とな り,「いいえ,
が くせ いです」 は 「ううんジ学生 だ。」 あ るいは 「ちが 弘 学 生」 とし参
ければな らない ことになる。 これ は批判者 も賛成 しない と思 ラ。 に もかか
わ らず,rあ な たはせんせ いです か」 と言 わない と言 うのは,そ れ を言 う
場 合があ ることに気 が付 かない とい うことであろ う。
批判者 は,ま た,教 科書 の課 が進 んで も,学 生 同士 が依然 としてデス ・
マ ス体 で言 うのはおか しい と言 うのだが「`とれには理 由がある。 一般 の 日
本語教科 書で は,入 門期の あいだは対 話 の文 も地の文 も,一 様 にデス ・マ
スで通 してい る。 これ は,け っ してそれだ けが唯一の言 い方 である とい う
わけではない。デ ス ・マ スとダ と同時 に教 えない とすれぱ,ど ち らかを先
に教 えな ければな らない。最 も一般 的で,ど んな揚合 に外 国人 がそれ を使
っても支 障 を起 さないデス ・マス を先 に教 えるとい う考 えか らである。
また,「わた し」「あなた」 とい うことばにっいて も・「ぼ く」「おれ」「き
み」「おまえJ象 どをなぜ教 えない か と言 われ る。学習者がそれ を言 う揚
合 は,す で に どこかで習い覚 えた とい うわ けで あるが,こ れ らも教 えない
のではない。 「わた し」「あなた」 を先 に教 える とい うわけ で あ る。語研.
の初級教科書で は 「ぼ く」が23課 で,「 きみ」 が 糾 課で出 る。 女性 を含
む学習者 を対象 として教 えるとい うこ とか らも 「わ た し」「あなた」.を先
に出すのが妥 当であろ う。ちなみ に・語研初級教科書では,「わた くし」 も
28課で出て くる。「おれ」.ギおま え」 は初級 で は出 な い。 一般 の初級教科
書で も出て こない。 それ は,使 い方 がひ じょうにむず か しい から で あ る。
敬語以上 にむずか しいのではな いだろ うか。親密 さを表 わ し た い か ら と
か,相 手 がそれ を使 うか らとかい う理 由で,不 用 意にそれ を使 うこ とは 日
本語社会 で は許 されない揚合 が多 い。人称代 名詞 に限 らず,外 国人 は最 も
普遍的 に整 われ るこ とばか ら入 ってい く方 が安全で あ り,コ ミュニケーシ
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ヨンの目的 を果 たす ことが できるのであ る。学生 ことば とか家族 同士 な い
し仲 間同士 の言 い方,こ とばづかい な どは,そ れ ぞれの内輪 の者 で ある こ
とを容認 され てのち,は じめて使 うことを許 され る。それ まで は・外 国 人
はよそゆきのこ とばを使 う方 がよい とい う考 えに立 って,基 礎学 習 の こと
ぱが選 ばれる、 あ とは,応 用学習 に よって習得 できるとす るので ある。
教科書批判 が,教 科書 を体系 として見な いで言 われ ること,批 判者 が・
授 業 ぶ どのよ うに行 われるか を見 ないで,あ るいは考 えないで,た だ印刷
されたテキス トの一部分 のみを見 て批判 す るのは軽率 のそ し りを免 れ ない
と言 うべ きで あろ う。
2.基 礎能力 と応用能力
語学学習には,教養を目的とするものと,実用 を目的 とす るものと,そ
目して両者 を兼ねるものとがある。 目本語学習者の多くは,こ とに日本国内
の在留外国人や留学生 ・研修生 ・研究者の場合には,実用を目的 とする者
が大部分であろう、実用と言って も,短期旅行者や限られた範囲の業務の
ために目本語を習 う者一 店員,ホ テルの従業員,航 空機の乗務員などの
場合は,予想 される場面や必要な語彙 ・表現 が限 られるが,そ の他の揚合
一 日本人の社会で生活 し,目本語によって業務 ・修学 ・研究などを行 う
者にとっては,将来起 りうるあらゆる揚合に必要な言語材料 を網羅 した教
材 を用意 して練習することは不可能でもあり,そ の必要 もな い。 なぜ な
ら,人間は学習 したことがらを他の場合 に応用して役立てることができる
からである。このように基礎学習によって得る能力を基礎能力,そ れを応
用 して発揮す る能力を応用能力と考える。基礎能力がなければ応用はでき
ないことは言 うまでもない淋,応用能力 も放置 しておいては育たない。応
.用能力 を開発するための学習 を行わなければ応用能力は発達しない。実際
的な言語生活は応用能力によって行われるものである。いや,い わゆる中
・級 ・上級の学習そのものも基礎能力の応用によって進められると考えるこ
とができよう。
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初級教科書は墓礎能力を与えることを目的として作成 されているのであ
るから,初級教科書それ自体が実際の言語生活のすべてをカヴァーす るも
のでないことは言 うまでもない。 したがって初級教科書の忠実な学習のみ
では,実際的な能力 としては不十分である。初級教科書を使って基礎能力
を与えると同時に,応用能力 を開発する指導を行 うことが教師の責任であ
る。以上が冒頭 に紹介した教師の質問に対する回答である。
3,基 礎学習
一般 に,初 級 ない し入 門の教科書 の作成者が基礎学 習 に必要な もの とし
て盛 り込 む言語材料 は,基 礎文型,基 礎的文法事項,基 礎 語彙 で ある。文
字は作成者 の考 えによって,最 初 か らひ らがな にヵタカナ と漢 字 を交 えて
教 えてい くもの と,ロ ー マ字 によって始 めるもの と,両 者併用 の もの とが
ある。材料 の選択,配 列め仕方 にも多少の ちがいがあ る。 い ず れ に して
も,課 ごとに異な る揚面 を設定 して,そ の中で ことば を使 うとい うのがふ
つ うで ある。 設 定す る揚面は教科書 に よって異 なる。 た とえば,「..』て
ください」 を提 出す るに して も,Aの 教科書 では,学 校 の事務 所 での学生
と職員 の対 話で あ り,Bの 教科 書 では,か ぜ をひいて寝て いる学生 のへや
での下宿 のおば さん と学生 との対話 といった ぐあいで ある。 もちろん,学
習者に とって身近 な場面 が選 ぱれ るが,こ のよ うな揚面 を比較 して論 じる
ことにはあま り意 味がない。 どちらの揚面 で も,「.、。て ください」 とい
う文型 を提示 し,新 しい単語 と,文 法事項 として動詞 の音便形 を教 えるこ
とが 目的 である・実際 の揚 面で は,も っと多 くの ことばが使 われ,よ り複
雑な内容 を持 った対 話 がな され るか らと言 って,教 師 がそ こまで手 を拡 げ
ることは,教 科書 作成 者 の意図 した路線 を外れ ることにな る.そ れ は応用
ではな くて脱線 で あ.る。
系統立 った教科書 は,文 型 の配列 を骨格 とし,文 法事項 で補強 し,語 句
で肉付 けをす るとい った手法で編 まれ 七い る。場面の設定 はその方便 にす
ぎな い。実 際 の場面 で使 われ ることば をすべ て網羅す るこ とは考 えていな
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いので,こ れを見て物足 りないとい う感 じを抱 く人がいるのは仕方がない
のか もしれない.し か し,一般の技術教育の揚合でも,基礎教育で行 うこ
とは,実地の模倣による基礎訓練と原理 ・原則の習得であって,け っして
実地 と同一ではないのである.その差を埋めるのが個々の学習者の応用能
力である。
母国語の教育には,基礎学習に当たるようなものがない。就学前に実地
に身につけてい くのである。外国語でも,教科書などを使わないで,実践
的に習得 した人の揚合,
① 実地の個々の揚合の学習から入 り,
② 自ら規則 を発見 して覚え,
③ それを基礎 にして応用する,
とい う経過 をたどる。この場合,① から② までの学習に時間を要するけ
れども,③ の能力は高い と思われる。学校での語学教育では,② に相当
するものを教師が教科書 を使って与えることから始められ る。 ① に相当
するものを抜 くので,そ れだけ時間は短か くてすむが,③ に時問をかけ
ないと,応用能力がつかない。ときには,授業時問が足 りないとい う理由
で,③ に相当す る作業を省いて,② だけに終 ることさえ あるよ うで あ
るが,そ れでは実際の役に立っ応用能力が育っわけがない。 また,② す
ら十分に習得できない揚合がある。それは学習者の素質によることもある
が,教 師の責任でもある。
② の学習によって,基礎能力をしっかりたたき込まなければな らない
か,そ れには教師側 に周倒な準備が要求される。
(i)まず教材 を吟味すること。その教科書の体系を把握 す.ることで あ
る。
基礎学習は,実 際に使われる数限 勢ないことばと言い方 の一般原則を習
得することを目的 とするので,精選 された材料 を順序 よく配列 した教科書
を選ばなけれぱな らない。しかし,どんなにいい教科書を使っても,'教え
方溺悪 ければ効果は上がらないことを記億す搾きである。
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(H)各課の材料を整理 し,学 習者の母語 との対比 を考慮 して,重 点 を
把握すること。
教科書 の中には,特定の言語 を母語 とす る者を対象 として作成 されたも
のびある。このような教科書 は・学習者の母語 との対比に基づいて作成 さ
れている渉,不特定な外国人を対象 とす る教科書 を使 う場合は,学習者の
母語 と日本語 との対比 に基づ く重点的な指導 を教師が心がけな けれぱな ら
ない。
(iii)学習者 の匿習知識 と能力を,個 々の学習者について把握 していな
けれぱならない。
次に授業 について述べよう。授業に当っては,学習の定着 と応用能力の
開発を図らな けれ ばならない。
学習の定着 を図るには,新出材料の提示の方法から考えなければな らな
い。新出文型による文 の意味を理解 し,新出語句 を一つ一つ覚えるという
ことだけでは不十分である。その語句や文が使われている状況 を理解す る
と同時に意味 を知 るとい う方法 を取 らなければな らない。状況 を理解 させ
るには,初歩ではことばによるのみでは不十分である.実物 ・絵 ・写真 ・
模型など視覚的に利用できるものは,な んでも利用するがよい。 しかし,
進むにつれて,こ とぱによる説明に置き換えるようにしな けれ ばな らな
い、対訳 を与えるだけなら1分 もかからない ことぱであって も,状況 とと
もに与えることによって,理解は確実な ものになる。
定着のための練習 ≧しては,教科書の文の暗記や機械的な文型練習だけ
でな く,学習者の発想で,新出文型や新出譜句を使 って言 う練習に重点を
置きたい。それ を可能 にす るの は教師の巧みな誘導による問答練習であ
る。その辺のことは,本講座第8分 冊 「対話の指導方法」,第9分冊 「対話
の指導 をいかに発展 させ るか一 自由会話の指導方法一 」 を参照 してい
ただきたい。
初級は基礎教育だからと言って・実際には言わない言い方が許されると
いうわけではない。学習者 にとってはわかり易 く,言い易いな どの理由が
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あ って も,「いいで した」 「むずか しいで した」 な ど と い う言い方 は許 さ
れ ない。 これ らは 「よかったです」「む ず か しか っ たです」 または,「い
い映画で した」「むず かしい試験で した」な どのように直 す ぺ き で あ る。
初級教科書は,実 際 に話 され るこ とぱ とちが うこともある と,前 に述 ぺた
が,そ れ は,初 級 教科 書 に取 り上 げ られない ものが,実 際 には用い られ て
い るとい うこ とで ある。一般 に使われ るか ど うかと,首 をか しげ た くなる
よ うなこ とばの使 い方 を許す ことは,学 習者 を実際的な言語生 活 から遠 ざ
けることになるので ある。 「いいで した」 「むずか しいで した」 は,日 本
人 と対話 する とき,理 解 は してもらえるけれ ども,そ ればか り使 って いる
と・ 目本人 が 「よかった」 「むずか しか った」 を使 って話す のを聞 いた と
き理解 に 困難 を感 じることで あろ う。 また,「 わた しは一 」 「あな たは
一 」 とい ちいち 主語 をつけなけれ ば言 えない 学習者 に調 子 を合 わせ て,
教 師 もそのよ うな言い方 ばか りしてい ると,教 室外 で人称主語 のない文 に
出 くわ した とぎ 戸惑 うので あ る.「せん もん は なんです か」 「す うが くで
す」(語研初級1課)の よ うな言い方 を早 くか ら基礎教育 に取 り入 れてい か
な1ナれぱな らない。 しか も,こ れの提 示 に当 っては,対 訳 ない し注釈 を与
えて理解 させ るだけではな く,クラスの全 員 ひ とりひ と りに,「せん もんは
な んです か」 と聞 いて答 え させ る。 もち ろん,めいめいの専 門 を言 わせ る。
目本 語がわか らな けれ ばそ こだけ外国語 で も構 わない。 さ らに学習者 同士
で も問答 し合 うとい う練習 を行わせ る,と い うところまで しな けれ ば定着
しない もので あるp
そのほか,例 えば,「あなた はいつ もこうちゃですか」(6課)「お母 さん も
大阪 かもしれ ません」(33課)といった文 も,対訳 だけで は納得 しがたい の
で,い くつ かの類例 によって,こ の形 を導 き出す ような問答 を行 い,理 解
させ るとともに練習 させ るとψ う手 問 をかけることが必要 で ある。学 習者
のなか には,対 訳 をつけない と安心 しな い者 がいる。教科書 によって は対
訳 がついているの もある。対 訳 を与 えるこ とそれ 自身 は悪 くな いが,対 訳
を与 えれぱす む とい う考 えで,上 記 の手 間 を省 いてはいけない。
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このよ うに,基 礎学習 の過程で,っ ね に応用 能力 にっながる指導 をす る
ことが応用能力 の発達 を促すのであ る。初級 の授業 では,機 械的な文型練
習 も必要 であ るが,そ れはLL装 置 があるな ら,そ れ を使 って行 うこ と
にしたい。普通教室 の授 業では,文 型練 習で置 き換 え をや らせ るとき,教
師が キュー を与 えて,言 わせるのではな くて,学 習者 に自由 に単語 を選 ば
せて置 き換 え させ るよ うな練習 を した い。 その方が学習者 の発想 を刺激
し,自 分 の選 んだ ことばによって練習 できるQそ れが応 用能力 へ とっなが
ってい くのであ る。宿題 も応用力 を引 き出す よ うな もの を与え,テ ス トも
応用能力 を試す よ うな ものにしたい。
4・応用能力の開発
応用能力は応用練習によってのみ伸 ぱすことができる。教科書の対訳に
よる学習のみではけっして育たない。そこで,次 のような指導をするよう
に勧めたい。
応用練習には,模擬的な応用練習 と実際的な応用練習がある。教室内で
行うのは,ほ とんど模擬的な応用練習であるが,教室内でも実際的な練習
を行 う機会がい くらでもある。授業の進行,宿 題の指示,試験 の予告,行
事の説明,休暇のβ程,学 校からの通達,以 上のことについての学習者か
らの質問,そ のほか,早退.・欠席 の届,遅 刻の理由などがある。教室外 に
話題 を求めれぱ,気象現象,事 件,時 事問題など,程度 に応 じた話題にこ
と欠かない。このような話題にっいては,学習者の段階,能力,既 習知識
などを把握 している教師でなければ,十分 に応用能力 を発郵 させることが
できない。教師以外の一般の日本人 と話す場合は,い たずらに戸惑い,誤
解を生 じ,話が混乱 し,結局,学 習者はフラストレーションを起こす とい
.うこと}こなるっ
模擬的応用練習は,教科書にそって行われる。 しかし,教科書の内容と
は異なるものでな くてはならない。そこで,先 に述べた定着のための練習
の揚合とは異誉る場面設定が行われなければならない。揚面設定と言って
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も,特 別 に舞台装置 のよ うな ものは要 しない。 教師 と学習音 と の あ い だ
に,話 題 を提供す る何 ものかがあれ ば,そ れ によ うて揚 面 がつ くられ るの
で ある。最 も簡便 に,継 続的 に使 えるのは,絵 ・写真 ・小道具 な ど で あ
る。絵 はが きは,絵 その ものは教室で全 員 に見せ るには小 さす ぎるが,普
通 のはが きや封書 な どとともに,差 出入,差 出地,受 取 人・通信 の内容 な
どを話題 にす ることができる・その ほか,品 物,道 具類 な ど・,教室へ持 ち
運 びできる ものな ら,随 時使用す ることができる。 自動詞 ・他動 詞の導入
練 習 のために,わ た しは種々 の物 を利用 し,独 自の工作物 も作 った。それ
らにっいて は,い ずれ この講座 で紹介 す るつ もりで ある。
以上は主 として初級 の揚合 であるが,中 ・上級 の揚合 は,よ り広範 な応
用練 習 を行 うことができ る。新聞 ・雑誌 の記事,VTRに よるテ レビの視
聴 な どは実 際的練 習 として利用で きる。教科書 にそった練 習 と しては次 の
よ うな ものがあるQ.
中級 ・上級 を通 じて,教 師 の話 また,はテープな どを聞 きなが ら要点 を筆
記 した り,教 材や 自分 の書い たもの を見なが ら話す といつた練 習 をぜひ行
わ せたい。音声 による 「聞 く一 話 す』 とい う行動 と,文 字 によ る 「読 む
一 書 く」 とい う行動 とが交錯 して行 われ る言語行動 で ある。図 で示せ ば
次 のよ うにな るo
(蓮解)(表 述 〉
(音声)キ ク ハナ ス
(文字)ヨ ム カク
実際の言語活動では,こ のように聞きながら理解 した内容をメモに取っ
た り,メモを見ながら表現形式を整 えて話 した釦ということが 目常的に行
われている、4技 能の能力 をそれぞれに発達 させることが基礎学習である
と考えるなら,斗技能の交錯する練習は応用学習 に属す ると言 ってい い。
このような練習が応用能力の発達 を促進す るために必要である。受取 った
手紙 を見ながら内容の要約 を話 した り,会話文 を目で追いながら叙述文 の
形 で話 したりといった練習は,初級でも行 うことができる。
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5.お わ りに
日本 語 を習 ってい る外国人 の中には,学 校 での成績 はいいが,実 際 に 日
本人 とのコミュニケー ションを行 うときには うま くいかない と訴 える もの
がい る,宿 題 はきちん とや って くるし,テ ス トの出来 もいい のに,日 本人
との対話 が うま くいかない と言 うので ある。反対 に,教 室外 で は 日本 語 を
使 って,日 本人 とけっこ ううま く付 き合 ってい るのに,学 校 で は成績 が芳
しくな いとい う者 もある。原 因 は環境 に あると言 い切れない よ うで あ る。
日本 入 の家庭 に同居 してい る者 に も,前 者 の ような場合が ある。母 国語 で
もうま く言 えない性質 とか・特 に発音 が悪 い・聴力 に欠陥が あ るとい うこ
ともあるかもしれないが,前 者 はいい成績 を取 ることに満 足 していて,教
室以外 の揚 で応用能力 を発揮す る意欲 に欠 け るよ うで ある。 このよ うな学
習者 がいい成績 を取 るとい う授業 の方法,テ ス トのあ り方 に改 め られ るべ
きものが あるのではな いだ ろうか。後者 の方 は,実 際 の場 で こ とば を習得
しそれ を応用 す る能力 は あるが,基 礎能力 の習得 が うま くいかない とい う
わけで ある。 このよ うな者 のためには,授 業 で基礎学習 を定着 させ るよ う
な指導方法 が必要 であ る。上 に述べ たのは,両 極端 の例だが,そ のあいだ
には,や や前者寄 りや,や や後者 寄 りな どの傾向 を有す る者 が ある。学習
者 は どっちかの傾 向 を有す ると言 ってい いで あろ う。実際の授業 では,基
礎能力 の定着 と応用能力 の開発 と・双方 に気 を配 った指導が要求 され るの
であ る。
一34一
